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周
知
の
よ
う
に
、
古
記
と
令
釈
と
は
、
日
本
古
代
の
律
令
法
学
を
代
表
す
る
二
大
注
釈
学
派
の
著
述
で
あ
る
。
両
者
に
つ
い
て
は
、

そ
の
成
立
年
代
や
著
者
の
推
定
、
そ
の
引
用
書
目
や
引
用
法
規
の
考
証
、
或
い
は
令
集
解
引
載
の
他
の
私
記
と
の
関
係
の
指
摘
等
に
関

す
る
文
献
学
的
研
究
は
、
従
来
か
ら
多
く
の
成
果
が
挙
げ
ら
れ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
法
解
釈
の
手
法
等
に
み
る
、
そ
れ
ぞ

れ
の
学
説
の
特
色
に
関
す
る
法
律
学
的
研
究
は
、
戦
前
の
瀧
川
政
次
郎
博
士
の
論
文
、
「
大
宝
令
の
註
釈
書
「
古
記
」
に
就
て
」
（
『
日

本
法
制
史
研
究
』
所
収
、
昭
和
十
六
年
刊
、
昭
和
五
十
七
年
復
刊
、
名
著
普
及
会
）
以
降
、
そ
れ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
い
の
で
は
な
か
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ろ
う
か
。

　
瀧
川
博
士
は
、
前
記
論
考
に
お
い
て
、
古
記
学
説
の
特
色
と
し
て
、
次
の
四
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
e
　
実
際
的
、
且
つ
常
識
的
で
あ
り
、
時
行
事
や
今
行
事
等
を
多
く
あ
げ
て
い
る
こ
と
。

　
口
　
具
体
的
事
例
に
よ
る
条
文
解
釈
が
多
く
、
当
時
の
慣
習
、
俗
説
が
豊
富
な
こ
と
。

　
日
　
令
釈
が
中
国
の
故
事
を
引
く
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
、
日
本
の
俗
説
、
史
実
等
を
あ
げ
て
日
本
的
な
こ
と
。

　
四
　
そ
の
学
説
は
一
般
に
非
概
括
的
、
非
普
遍
的
で
あ
り
、
そ
の
議
論
の
進
め
方
は
一
体
に
素
朴
で
あ
り
、
そ
の
文
章
及
び
用
語
に

　
　
は
生
硬
、
古
拙
な
る
も
の
の
多
い
こ
と
。

　
一
方
、
令
釈
に
つ
い
て
瀧
川
博
士
は
、
そ
の
学
説
の
特
色
を
総
括
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
右
の
古
記
学
説
の
特
色
に
相
対
応
す
る
も

の
が
令
釈
学
説
の
傾
向
を
示
す
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
特
に
令
釈
が
中
国
の
古
典
を
あ
げ
、
故
事
を
掲
げ
て
字
句
の
解
釈
を
施

し
て
い
る
点
は
、
古
記
と
甚
だ
対
照
的
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
博
士
は
昭
和
三
十
六
年
、
「
平
安
初
期
の
法
家
」

（
『
歴
史
教
育
』
第
九
巻
第
六
号
）
な
る
論
文
に
お
い
て
、
奈
良
・
平
安
時
代
の
律
令
法
学
に
二
大
潮
流
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
は
令
釈
で

あ
っ
て
、
「
法
文
の
文
理
解
釈
に
力
を
注
ぎ
、
「
法
意
」
の
何
た
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
念
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
他
の
一
つ

は
古
令
私
記
（
古
記
）
で
あ
っ
て
、
「
今
行
事
に
重
き
を
置
き
、
法
文
を
実
際
に
適
す
る
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
を
念
と
す
る
も
の
」

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
瀧
川
博
士
の
結
論
に
は
、
古
記
の
議
論
の
進
め
方
を
「
素
朴
」
、
そ
の
文
章
等
を
「
生
硬
」
「
古
拙
」
と
断
じ
、
令
釈
の

法
解
釈
を
「
文
理
解
釈
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
全
く
異
論
が
な
い
訳
で
は
な
い
が
、
そ
の
大
筋
に
お
い
て
は
正
鵠
を
射
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
本
稿
は
、
右
の
瀧
川
博
士
の
結
論
の
域
を
多
く
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、
博
士
の
注
目
さ
れ
た
四
の
古
記
の

議
論
の
進
め
方
を
中
心
に
、
令
釈
の
そ
れ
と
対
比
し
な
が
ら
、
以
下
、
若
干
の
史
料
を
通
じ
て
両
者
の
法
解
釈
の
手
法
に
つ
い
て
再
度
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そ
れ
で
は
、
『
令
集
解
』
（
国
史
大
系
本
二
六
五
頁
以
下
）
に
よ
っ
て
、
先
ず
戸
令
7
目
盲
条
の
両
者
の
解
釈
を
み
る
こ
と
と
す
る
。

次
に
そ
の
条
文
を
掲
げ
る
。

　
　
凡
一
目
盲
。
両
耳
聾
。
手
無
二
指
。
足
無
三
指
。
手
足
無
大
栂
指
。
禿
瘡
無
髪
。
久
漏
。
下
重
。
大
痩
痙
。
如
此
之
類
。
皆
為
残

　
　
疾
。
凝
。
痙
。
株
儒
。
腰
脊
折
。
一
支
療
。
如
此
之
類
。
皆
為
療
疾
。
悪
疾
。
癩
狂
。
二
支
療
。
雨
目
盲
。
如
此
之
類
。
皆
為
篤

　
　
疾
。

　
右
の
条
文
は
、
身
体
の
障
害
や
疾
病
の
程
度
に
応
じ
て
、
残
疾
、
療
疾
、
篤
疾
の
三
段
階
に
区
分
す
る
規
定
で
あ
り
、
律
令
法
は
そ

の
段
階
に
応
じ
て
税
法
上
、
或
い
は
刑
事
法
上
、
そ
れ
ら
の
障
害
や
疾
病
を
も
つ
人
々
に
対
し
種
々
の
特
典
を
与
え
て
保
護
し
た
か

ら
、
本
条
は
庶
民
の
生
活
に
と
っ
て
も
重
要
な
規
定
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
お
本
条
は
唐
令
及
び
古
記
の
文
か
ら
考
え
て
、
大
宝

令
も
養
老
令
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
先
ず
古
記
の
解
釈
で
あ
る
が
、
令
文
「
如
此
之
類
。
皆
為
残
疾
。
」
の
下
に
あ
る
集
解
の
文
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
朱
云
。
・
…
跡
云
。
凡
残
疾
有
二
種
者
為
療
疾
。
々
々
有
二
種
者
為
篤
疾
。
以
次
臨
時
合
定
。
故
云
之
類
。
古
記
云
。
残
疾

　
　
有
二
種
以
上
者
。
随
状
斜
酌
入
療
疾
。
療
疾
有
二
種
以
上
者
。
亦
准
此
入
篤
疾
。
但
錐
有
二
種
以
上
。
其
身
当
為
残
疾
。
療
疾

　
　
者
。
猶
為
残
疾
。
為
療
疾
耳
。

　
古
記
は
、
令
文
「
之
類
」
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
、
そ
の
例
示
と
し
て
残
疾
が
二
種
以
上
あ
る
も
の
は
療
疾
、
療
疾
が
二
種
以
上
あ
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る
も
の
は
篤
疾
と
す
る
案
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
之
類
」
と
い
う
抽
象
的
、
一
般
的
な
用
語
の
内
容
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
っ

て
、
「
之
類
」
の
解
釈
と
し
て
は
一
つ
の
原
則
を
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
古
記
の
法
解
釈
に
お
け
る
或
る
種
の
手
堅
さ
、

即
ち
堅
固
性
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
は
、
古
記
は
こ
の
原
則
を
た
だ
墨
守
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に

「
随
状
斜
酌
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
状
況
に
応
じ
て
取
捨
選
択
を
加
え
て
」
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
る
。
従
っ
て

古
記
は
、
右
の
原
則
に
例
外
の
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
古
記
の
法
解
釈
に
お
け
る
柔
軟
性
を
看
て
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
「
随
状
斜
酌
」
を
更
に
説
明
し
た
も
の
が
「
但
」
以
下
の
文
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
二
種
以
上
の
障
害
や
疾
病
が
あ

っ
て
も
、
そ
の
人
に
と
っ
て
、
そ
の
障
害
や
疾
病
が
な
お
本
条
に
い
う
残
疾
、
療
疾
の
程
度
に
止
ま
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
や
は
り
残
疾
、
療
疾
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
古
記
は
、
令
文
「
之
類
」
を
解
釈
す
る
に
当
っ
て
、
二
種
以
上
の
残
疾
は
療
疾
、
二
種
以
上
の
療
疾
は
篤
疾
と
す
る

と
い
う
一
つ
の
原
則
を
立
て
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
は
例
外
の
あ
る
こ
と
を
認
め
、
こ
の
原
則
の
適
用
に
当
っ
て
は
、
障
害
や
疾
病
を
も

つ
本
人
の
身
体
状
況
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
そ
れ
が
本
条
の
立
法
趣
旨
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
な
お
前
掲
集
解
の
文
の
古
記
の
前
に
あ
る
跡
記
は
、
右
の
古
記
の
学
説
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
令
釈
の
解
釈
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
令
文
冒
頭
の
「
凡
一
目
盲
。
両
耳
聾
。
手
無
二
指
。
足
無
三
指
。
」
の
下
に
あ
る
集
解

の
文
を
左
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
釈
云
。
案
手
元
二
指
。
謂
一
手
元
二
指
。
若
左
右
並
元
二
指
。
不
可
為
残
疾
。
朱
云
。
・
…
跡
云
。
・
…
穴
云
。
令
釈

　
　
云
。
二
残
疾
為
療
疾
。
二
療
疾
為
篤
疾
。
今
臨
取
捨
不
必
膠
柱
。
假
左
右
手
各
元
二
指
。
宣
為
療
疾
乎
。
但
一
手
元
四
指
。
手
与

　
　
足
各
元
大
栂
指
等
。
量
心
合
為
療
疾
。
凡
如
此
之
類
。
皆
臨
時
処
分
。
今
粗
挙
体
例
。

　
右
の
令
釈
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
令
文
「
手
無
二
指
」
と
は
一
手
に
二
指
の
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
も
し
左
右
共
に
二
指
が
な
い
場
合
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は
残
疾
と
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
左
右
並
に
二
指
の
な
い
も
の
は
、
障
害
の
程
度
を
一
段
階
上
げ
て
療
疾
と
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
又
令
文
「
手
足
無
大
栂
指
」
の
義
解
の
解
釈
は
、
「
謂
。
栂
大
指
也
。
或
手
。
或
足
。
無

大
栂
指
者
是
也
。
若
手
足
共
無
者
。
自
須
従
療
疾
也
。
」
と
し
、
令
釈
も
「
栂
。
音
莫
后
反
。
費
達
注
国
語
日
。
大
指
也
。
余
与
義
解

元
別
。
」
と
し
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
も
義
解
と
令
釈
は
、
令
文
の
「
手
足
無
大
栂
指
」
と
は
手
、
又
は
足
に
大
栂
指
（
親
指
）
の
な

い
場
合
の
こ
と
で
あ
り
、
手
足
共
に
大
栂
指
の
な
い
場
合
は
、
そ
れ
を
残
疾
で
は
な
く
療
疾
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
更
に
令
文
「
腰
脊
折
」
の
義
解
の
解
釈
は
、
「
謂
。
腰
脊
不
相
須
也
。
若
共
折
者
。
自
合
篤
疾
。
」
と
し
、
令
釈
も
「
釈
云
。
背
瞥

為
脊
。
音
資
昔
反
。
余
与
義
解
元
別
。
」
と
し
て
い
る
。
即
ち
義
解
と
令
釈
は
、
令
文
の
「
腰
脊
折
」
と
は
、
腰
か
脊
か
そ
の
一
つ
が

折
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
腰
と
脊
の
両
方
が
折
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
両
方
が
折
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ

は
療
疾
で
は
な
く
篤
疾
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
例
か
ら
令
釈
は
、
二
種
の
残
疾
を
も
つ
も
の
は
一
段

階
進
め
て
、
こ
れ
を
療
疾
と
し
、
二
種
の
療
疾
を
も
つ
も
の
は
や
は
り
一
段
階
進
め
て
、
こ
れ
を
篤
疾
と
す
る
と
い
う
説
を
と
っ
て
お

り
、
義
解
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
前
掲
令
文
冒
頭
の
集
解
の
文
か
ら
穴
記
の
解
釈
を
み
て
み
よ
う
。
そ
こ
に
は
令
釈
が
引
用
さ
れ
て
、
「
令
釈
云
。
二
残

疾
為
療
疾
。
二
療
疾
為
篤
疾
。
」
と
あ
り
、
次
に
そ
れ
に
対
す
る
穴
記
の
コ
メ
ン
ト
が
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
「
令
釈
は
二

残
疾
を
療
疾
と
し
、
二
療
疾
を
篤
疾
と
す
る
が
、
何
を
療
疾
、
も
し
く
は
篤
疾
と
し
、
ま
た
何
を
療
疾
、
も
し
く
は
篤
疾
と
し
な
い

か
、
そ
の
決
定
に
当
っ
て
は
柔
軟
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ば
左
右
の
手
に
各
々
二
指
の
な
い
も
の
を
ど
う
し
て
療
疾
と
す

る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
（
そ
れ
は
な
お
残
疾
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
）
但
し
、
一
手
に
四
指
の
な
い
も
の
や
手
と
足
と
に
各
々
大
栂
指

の
な
い
も
の
等
は
、
令
の
立
法
趣
旨
を
勘
案
し
て
療
疾
と
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
類
の
も
の
は
、
み
な
状
況
に
応
じ
て
適
切
に

処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
、
凡
そ
の
具
体
的
な
事
例
を
あ
げ
て
み
た
ま
で
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
穴
記
が
令
釈
の
「
若
左
右
並
元
二
指
。
不
可
為
残
疾
。
」
と
い
う
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
令
釈

の
「
二
残
疾
為
療
疾
。
二
療
疾
為
篤
疾
。
」
と
い
う
説
は
、
前
記
古
記
説
の
い
う
原
則
の
み
を
認
め
、
そ
の
例
外
は
認
め
な
い
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
令
釈
の
説
が
そ
う
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
令
釈
の
論
理
は
頗
る
明
快
で
あ
っ
て
、
例
外
を
認
め
る
こ
と

に
よ
り
原
則
が
骨
抜
き
に
な
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
、
例
外
を
一
切
認
め
な
い
と
す
る
と
、
令
釈
の
解
釈
自

体
、
不
都
合
な
こ
と
が
起
き
て
く
る
。
一
支
療
は
療
疾
で
あ
る
か
ら
、
二
支
療
は
二
療
疾
で
あ
り
、
即
ち
篤
疾
で
あ
る
と
す
る
場
合
は

問
題
は
な
い
が
、
一
目
盲
は
残
疾
で
あ
る
か
ら
、
両
目
盲
は
二
残
疾
で
あ
り
、
即
ち
療
疾
で
あ
る
と
す
る
と
、
両
目
盲
を
篤
疾
と
す
る

本
条
令
文
の
規
定
と
齪
齪
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
後
代
の
令
私
記
に
令
釈
の
説
が
受
容
さ
れ
ず
、
義
解
も
上
記
原
則
の
個
別
的

な
適
用
は
認
め
る
も
の
の
、
原
則
自
体
に
は
言
及
し
て
い
な
い
と
い
う
の
も
、
右
の
こ
と
に
原
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
以
上
、
本
条
の
法
解
釈
を
み
る
限
り
、
令
釈
の
解
釈
に
は
形
式
的
、
画
一
的
、
機
械
的
な
と
こ
ろ
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対

し
古
記
の
解
釈
を
と
る
と
す
る
と
、
す
で
に
穴
記
が
具
体
例
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
先
ず
二
残
疾
を
療
疾
、
二
療
疾
を
篤
疾
と
す
る

と
い
う
原
則
を
立
て
、
次
に
こ
の
原
則
に
当
該
疾
病
や
障
害
を
あ
て
は
め
、
更
に
そ
れ
が
本
条
の
立
法
趣
旨
に
合
致
す
る
か
ど
う
か
を

検
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
言
す
れ
ば
、
本
規
定
に
あ
る
具
体
的
例
示
を
総
合
し
て
、
そ
こ
か
ら
本
規
定
の
い
う
「
残
疾
」
「
擁

疾
」
「
篤
疾
」
と
は
日
常
生
活
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
の
支
障
を
来
す
疾
病
や
障
害
を
い
う
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
共
通
す
る
そ

の
性
質
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
先
の
原
則
を
あ
て
は
め
た
結
果
が
相
当
す
る
か
ど
う
か
を
個
別
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
古
記
の

解
釈
は
そ
の
よ
う
な
厳
し
い
思
考
の
作
業
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
う
い
う
意
味
で
そ
の
解
釈
は
決
し
て
直
線
的
で
は
な

い
。
即
ち
、
そ
の
解
釈
は
諸
般
の
事
情
を
勘
案
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
繊
細
な
知
の
働
き
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
古
記

は
「
残
疾
有
二
種
以
上
者
」
「
療
疾
有
二
種
以
上
者
」
と
い
っ
て
、
残
疾
・
療
疾
の
合
併
症
を
二
種
だ
け
に
限
っ
て
い
な
い
。
令
釈
、

跡
記
等
の
私
記
は
、
何
れ
も
二
種
に
限
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
も
古
記
の
解
釈
に
思
考
の
幅
の
広
さ
や
柔
軟
性
を
看
て
取
る
こ
と
が



で
き
よ
う
。

二
　
厩
牧
令
7
毎
乗
駒
条
の
解
釈
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1

　
古
記
と
令
釈
の
法
解
釈
の
手
法
を
み
る
た
め
、
も
う
一
つ
の
史
料
を
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
厩
牧
令
7
毎
乗
駒
条
に
お
け
る

両
者
の
解
釈
で
あ
る
。
養
老
厩
牧
令
同
条
は
、
牧
の
馬
牛
の
飼
育
の
任
に
当
る
牧
子
や
牧
を
管
理
す
る
牧
長
、
牧
帳
が
法
定
の
責
任
増

殖
数
を
超
え
て
馬
牛
を
増
殖
せ
し
め
た
場
合
の
褒
賞
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
で
扱
う
の
は
前
段
の
牧
子
の
場
合
で
あ
る
。
即
ち
本
条

に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
凡
牧
馬
牛
。
毎
乗
駒
二
疋
。
積
三
頭
。
各
賞
牧
子
稲
廿
束
。

　
養
老
厩
牧
令
5
牧
毎
牧
条
に
よ
れ
ば
、
牧
の
馬
牛
は
群
毎
に
牧
子
二
人
を
置
き
、
馬
牛
は
皆
百
を
も
っ
て
群
と
す
る
と
あ
り
、
同
6

牧
牝
馬
条
に
よ
れ
ば
、
牧
の
馬
牛
の
法
定
の
責
任
増
殖
数
は
馬
牛
各
百
に
対
し
、
毎
年
駒
（
子
馬
）
、
積
（
子
牛
）
各
六
十
と
さ
れ
て

い
る
。
従
っ
て
前
掲
厩
牧
令
7
条
は
、
馬
又
は
牛
の
数
、
百
を
飼
育
す
る
牧
子
二
人
に
対
し
、
法
定
の
責
任
増
殖
数
六
十
を
超
え
て
、

駒
二
疋
、
も
し
く
は
積
三
頭
を
増
殖
せ
し
め
る
毎
に
、
各
稲
二
十
束
を
与
え
る
こ
と
を
規
定
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お

大
宝
厩
牧
令
同
条
が
養
老
令
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
こ
と
は
、
学
令
集
解
4
在
学
為
序
条
の
古
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
（
国
史
大
系

本
四
四
七
頁
）
。

　
そ
れ
で
は
、
牧
子
二
人
の
功
労
に
軽
重
の
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
褒
賞
の
稲
二
十
束
は
ど
の
よ
う
に
配
分
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
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右
に
つ
い
て
集
解
諸
説
は
種
々
論
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
令
釈
の
説
は
、
こ
こ
に
は
見
え
て
い
な
い
。
し
か
し
令
義
解
の
説
は
令
釈

の
説
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
（
後
述
）
、
こ
こ
で
古
記
の
説
と
義
解
の
説
を
比
較
す
る
こ
と
は
、
即
ち
古
記
の

説
と
令
釈
の
説
を
比
較
す
る
こ
と
と
同
じ
結
果
に
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
以
下
、
古
記
の
説
と
義
解
の
説
の
両
者
に
つ
い
て
検
討
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
賞
物
の
配
分
に
関
す
る
古
記
と
義
解
の
両
説
の
結
論
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
（
軽
重
）
が
定
め
難
い
場

合
、
牧
子
二
人
に
対
し
各
々
稲
十
束
宛
、
均
分
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
あ
っ
た
場
合
、
古

記
は
稲
二
十
束
の
三
分
の
二
を
首
に
、
そ
の
三
分
の
一
を
従
に
配
分
す
る
も
の
と
し
、
一
方
、
義
解
は
稲
二
十
束
の
十
九
分
の
十
を
首

に
、
そ
の
十
九
分
の
九
を
従
に
配
分
す
る
も
の
と
す
る
。
今
、
牧
子
二
人
が
駒
二
疋
、
も
し
く
は
積
三
頭
を
増
殖
せ
し
め
た
と
し
て
、

そ
の
賞
物
で
あ
る
稲
二
十
束
の
配
分
額
を
計
算
す
る
な
ら
ば
、
古
記
で
は
首
に
十
三
・
三
束
、
従
に
六
・
七
束
と
な
る
の
に
対
し
、
義

解
で
は
首
に
十
・
五
束
、
従
に
九
・
五
束
と
な
り
、
こ
れ
を
百
分
比
で
示
せ
ば
、
古
記
で
は
首
に
六
六
・
六
、
従
に
三
三
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
る
の
に
対
し
、
義
解
で
は
首
に
五
二
・
六
、
従
に
四
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
る
。
即
ち
古
記
説
で
は
首
従
間
の
差
は
二
倍

と
な
る
が
、
義
解
説
で
は
首
従
間
で
そ
れ
ほ
ど
の
大
差
は
な
い
。
ど
う
し
て
古
記
説
と
義
解
説
と
で
、
こ
の
よ
う
な
著
し
い
相
違
が
生

ず
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
両
説
の
相
違
を
生
ん
だ
歴
史
的
背
景
に
関
し
て
は
別
途
考
え
る
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
右
の
異
な
る
結
論
を

導
く
ま
で
の
両
者
の
論
理
の
組
み
立
て
方
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

2

先
ず
牧
子
二
人
の
配
分
の
方
法
に
関
す
る
古
記
の
文
を
次
に
掲
げ
よ
う

　
問
。
各
賞
牧
子
稲
廿
束
。
未
知
。
人
別
給
欺
。

（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』

　
　
（
1
）

九
二
〇
頁
）
。



答
。

問
。

牧
子
二
人
合
廿
束
賞
。

以
廿
束
給
二
人
。
若
為
等
分
也
。

答
。

若
有
首
從
者
。
依
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
給
之
。
案
厩
庫
律
。
牧
馬
牛
准
所
除
外
死

1
a
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
b
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失
。
及
課
不
充
者
。
二
牧
子
答
廿
。
不
言
皆
。
依
首
從
法
。
即
首
答
廿
。
從
答
十
。
今
以
廿
束
稲
為
三
分
。
二
分
給
首
。
一
分
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
從
。
更
稲
数
加
者
。
准
此
為
分
法
。
各
加
一
分
給
也
。
但
於
謂
首
從
難
定
。
若
不
得
定
者
。
均
分
給
耳
。
・
…

　
右
の
第
一
の
問
答
に
お
い
て
は
、
厩
牧
令
本
条
の
「
各
賞
牧
子
稲
廿
束
」
は
、
二
人
の
牧
子
各
々
に
つ
い
て
稲
二
十
束
を
給
う
の
か

と
問
い
、
そ
れ
は
牧
子
二
人
に
対
し
合
計
し
て
稲
二
十
束
を
給
う
の
だ
と
答
え
て
い
る
。
第
二
の
問
答
に
お
い
て
は
、
牧
子
二
人
に
対

し
合
計
し
て
稲
二
十
束
を
給
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
二
十
束
は
二
人
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
れ
ば
よ
い
か
と
問
う
て
い
る
。
こ
の
第
二
の

問
に
対
す
る
答
は
、
古
記
説
の
主
要
な
部
分
を
成
し
て
い
る
か
ら
、
次
に
や
や
詳
し
く
み
て
行
き
た
い
。

　
こ
の
個
所
の
古
記
の
文
脈
は
、
大
別
す
れ
ば
傍
線
部
①
と
②
と
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
文
参
照
）
。
①
で
は

牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
賞
物
で
あ
る
稲
二
十
束
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
②
で

は
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
定
め
難
い
場
合
、
そ
の
賞
物
で
あ
る
稲
二
十
束
を
均
分
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
重

要
な
の
は
①
の
文
で
あ
り
、
そ
れ
は
更
に
a
、
b
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
先
ず
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
あ
れ

ば
、
「
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
」
に
よ
る
と
あ
っ
て
（
a
）
、
次
に
「
案
厩
庫
律
」
と
し
て
厩
庫
律
1
牧
馬
牛
死
失
課
不
充
条
の
律
文
が

引
か
れ
、
そ
の
首
従
法
に
よ
る
刑
の
比
率
を
も
っ
て
、
牧
子
二
人
に
稲
二
十
束
を
配
分
す
る
と
し
て
い
る
（
b
）
。

　
そ
れ
で
は
、
a
の
「
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
闘
訟
律
5
6
教
令
人
告
事
条
の
「
分
賞
法
」
を
指
す
も
の
で

（
2
）

あ
る
。
こ
の
闘
訟
律
5
6
条
は
、
古
記
、
義
解
の
両
説
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
以
下
煩
珀
に
わ
た
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
み

て
い
き
た
い
。
先
ず
養
老
闘
訟
律
5
6
条
の
本
文
冒
頭
部
分
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
〔
凡
〕
教
令
人
告
事
。
虚
応
反
坐
。
得
実
応
賞
者
。
皆
以
告
者
為
首
。
教
令
為
從
。
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右
の
本
文
に
対
す
る
注
文
（
唐
律
の
疏
文
に
相
当
）
は
、
次
に
掲
げ
る
通
り
で
あ
る
。

　
　
イ
　
得
実
応
賞
者
。
謂
告
博
戯
盗
賊
之
類
。
令
有
賞
文
。
或
告
反
逆
。
臨
時
有
加
賞
者
。
皆
以
告
者
為
首
。
教
令
者
為
從
。

　
　
ロ
　
其
応
賞
在
令
有
文
。
分
賞
元
無
等
級
。
為
首
從
之
法
。
須
准
律
条
論
之
。
又
不
可
徒
杖
別
作
節
文
。
約
從
杖
一
百
之
例
。
仮

　
　
　
　
如
教
人
告
杖
一
百
罪
。
虚
即
告
者
為
首
。
合
杖
一
百
。
教
令
為
從
。
合
杖
九
十
。
即
從
者
十
分
減
一
。
応
賞
義
亦
准
此
。
仮

　
　
　
　
有
軽
重
不
同
。
並
准
十
分
為
例
。
（
「
者
」
「
准
」
は
唐
律
に
よ
り
補
い
、
「
級
」
「
義
」
は
唐
律
に
よ
り
改
め
た
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
右
の
闘
訟
律
56
条
の
本
文
の
大
意
は
、
人
を
教
令
（
教
唆
の
意
）
し
て
告
言
せ
し
め
た
場
合
、
そ
の
告
言
が
虚
な
ら
ば
反
坐
の
刑
を

科
す
が
、
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
て
褒
賞
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
、
す
べ
て
告
者
を
首
と
し
、
教
令
者
を
従
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
次
に
注
文
イ
は
、
人
を
告
言
し
て
褒
賞
が
与
え
ら
れ
る
場
合
の
例
と
し
て
博
戯
や
盗
賊
の
類
の
告
言
を
あ
げ
、
令
文
に
そ
の
規
定

が
あ
る
と
し
（
捕
亡
令
5
・
1
3
条
）
、
反
逆
罪
を
告
言
し
て
臨
時
に
賞
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
そ
れ
に
当
る
と
し
て
い
る
。
注
文
ロ
は
、

唐
律
で
は
問
答
体
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
答
の
部
分
は
日
本
律
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
注
文
は
本
条
の
本
文
に
お
い

て
、
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
て
賞
物
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、
み
な
告
者
を
首
と
し
、
教
令
者
を
従
と
す
る
と
あ
る
が
、
そ
の
賞
物
は
首

従
間
で
、
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
を
問
題
と
し
て
い
る
。
次
に
注
文
ロ
の
訳
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
告
言
し
て
賞
物
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
令
に
そ
の
明
文
が
あ
る
が
、
そ
の
賞
物
を
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
に
つ

　
　
い
て
は
、
令
に
は
そ
の
等
級
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。
す
で
に
本
条
の
本
文
に
お
い
て
賞
が
与
え
ら
れ
る
場
合
は
、
す
べ
て
告
者

　
　
を
首
と
し
、
教
令
者
を
従
と
す
る
と
あ
る
か
ら
、
先
ず
こ
の
告
言
を
虚
で
あ
る
と
仮
定
し
て
、
名
例
律
4
2
条
の
首
従
法
に
よ
っ
て

　
　
従
犯
は
首
犯
か
ら
一
等
を
減
じ
て
量
刑
し
、
そ
の
刑
の
比
率
を
も
っ
て
首
従
そ
れ
ぞ
れ
に
賞
物
を
配
分
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
ま
た
徒
罪
と
杖
罪
と
で
は
賞
に
等
差
を
設
け
て
は
な
ら
な
い
。
す
べ
て
杖
一
百
の
例
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
人

　
　
を
教
令
し
て
杖
一
百
の
罪
を
告
言
せ
し
め
た
場
合
、
も
し
そ
の
告
言
が
虚
な
ら
ば
告
者
を
首
犯
と
し
て
杖
一
百
、
教
令
者
を
従
犯
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と
し
て
杖
九
十
を
科
す
。
即
ち
従
犯
の
罪
は
、
首
犯
よ
り
十
分
の
一
が
減
じ
ら
れ
る
。
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
て
賞
物
が
与
え
ら

　
　
れ
る
場
合
も
、
こ
の
比
率
に
よ
っ
て
、
そ
の
配
分
は
従
は
首
よ
り
十
分
の
一
を
減
ず
る
。
た
と
い
告
者
と
教
令
者
と
に
対
す
る
刑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
の
差
が
一
等
で
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
す
べ
て
杖
一
百
の
告
言
と
し
て
扱
い
、
そ
の
杖
数
の
比
率
に
よ
っ
て
賞
物
配
分
の
比
率

　
　
と
す
る
。

　
以
上
の
闘
訟
律
5
6
条
の
注
文
イ
、
ロ
の
内
容
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
e
　
人
を
教
令
し
て
告
言
せ
し
め
、
そ
の
告
言
が
虚
で
あ
っ
た
場
合
、
教
令
者
の
罪
は
告
者
の
罪
か
ら
一
等
を
減
ず
る
（
名
例
律
4
2

　
　
条
の
首
従
法
の
適
用
）
。

　
口
　
告
言
が
実
で
あ
っ
て
賞
物
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、
告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
賞
物
の
配
分
額
は
、
そ
の
告
言
が
虚
で
あ
っ
た
と

　
　
仮
定
し
て
告
者
と
教
令
者
に
科
せ
ら
れ
る
量
刑
の
比
率
に
よ
る
。

　
日
　
そ
の
量
刑
の
比
率
は
、
す
べ
て
告
者
が
杖
一
百
、
教
令
者
が
杖
九
十
の
場
合
を
基
準
と
す
る
。

　
以
上
か
ら
告
者
と
教
令
者
と
に
与
え
ら
れ
る
賞
物
配
分
の
比
率
は
、
す
べ
て
告
者
が
十
、
教
令
者
が
九
と
な
る
。
但
し
前
掲
注
文
が

告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
賞
物
の
配
分
を
そ
の
告
言
が
虚
な
り
し
場
合
の
告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
に
よ
る
と
し
な
が
ら

も
、
そ
の
量
刑
の
比
率
を
一
率
に
告
者
杖
一
百
、
教
令
者
杖
九
十
の
場
合
と
し
た
の
は
何
故
か
と
い
え
ば
、
恐
ら
く
告
言
が
虚
で
あ
っ

て
反
坐
の
刑
が
科
せ
ら
れ
る
と
す
る
と
、
告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
は
、
個
々
の
ケ
ー
ス
毎
に
す
べ
て
異
な
り
、
そ
れ
に

従
っ
て
教
令
者
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
も
す
べ
て
異
な
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
褒
賞
の
実
務
が
煩
項
な
も
の
と
な
り
、
且
つ
不
公

平
な
結
果
が
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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3

　
古
記
は
大
宝
闘
訟
律
5
6
条
の
当
該
個
所
を
具
体
的
に
引
用
し
て
い
な
い
が
、
唐
律
同
条
と
養
老
律
同
条
逸
文
と
が
ほ
ぼ
同
じ
文
で
あ

る
こ
と
か
ら
し
て
、
大
宝
律
同
条
も
養
老
律
と
大
差
は
な
か
っ
た
と
推
断
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
前
掲
古
記
a
の
「
闘
訟

律
謳
告
条
分
賞
法
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
あ
る
か
。
前
掲
養
老
闘
訟
律
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
告
言
と
い
う
法
律
行
為
に
お
い

て
、
も
し
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
て
賞
物
が
与
え
ら
れ
る
場
合
、
先
ず
そ
の
告
言
が
虚
で
あ
る
と
仮
定
し
て
反
坐
の
刑
を
科
し
、
告
者

を
首
と
し
、
教
令
者
を
従
と
し
て
従
は
首
よ
り
一
等
を
減
じ
、
次
に
そ
の
刑
の
比
率
を
も
っ
て
告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
賞
物
配
分
の

比
率
と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
前
掲
古
記
b
の
「
厩
庫
律
」
云
々
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
宝
厩
庫
律
1
牧
馬
牛
死
失
課
不
充
条
の
冒
頭
の
部
分
で
あ
る
。
養
老

厩
庫
律
同
条
も
、
こ
の
部
分
は
大
宝
律
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
こ
の
文
の
意
味
は
、
牧
の
馬
牛
に
つ
き
法
定
の
死
耗
許
容
数
（
自
然
死

等
に
よ
る
畜
産
の
減
少
許
容
数
）
を
除
い
て
馬
牛
を
死
失
せ
し
め
た
場
合
、
又
は
法
定
の
責
任
増
殖
数
を
充
た
さ
な
か
っ
た
場
合
、
牧

子
は
馬
牛
二
（
疋
・
頭
）
に
つ
き
答
二
十
の
刑
を
科
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
を
念
頭
に
置
い
て
、
前
掲
古
記
の
文
a
、
b
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
次
に
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

　
　
a
　
も
し
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
あ
る
な
ら
ば
、
闘
訟
律
5
6
条
の
「
分
賞
法
」
（
前
述
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
賞
物
で
あ
る
稲

　
　
　
二
十
束
を
配
分
す
る
。

　
　
b
　
厩
庫
律
1
条
に
よ
れ
ば
、
牧
の
馬
牛
を
飼
育
す
る
牧
子
が
法
定
の
死
耗
許
容
数
を
除
い
て
馬
牛
を
死
失
さ
せ
た
り
、
又
は
法

　
　
　
定
の
責
任
増
殖
数
を
充
た
さ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
牧
子
は
馬
牛
二
（
疋
・
頭
）
に
つ
き
答
二
十
が
科
せ
ら
れ
る
。
但

　
　
　
し
こ
の
厩
庫
律
1
条
に
は
、
「
牧
子
答
廿
」
と
あ
っ
て
、
「
牧
子
皆
答
廿
」
と
は
な
い
か
ら
、
牧
子
二
人
の
罪
は
名
例
律
4
2
・
4
3
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条
の
「
首
從
法
」
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
、
牧
子
の
首
犯
は
答
二
十
、
従
犯
は
答
十
と
な
る
。

　
　
　
　
牧
子
が
そ
の
飼
育
す
る
馬
牛
を
増
殖
せ
し
め
て
官
に
利
益
を
与
え
た
場
合
は
、
駒
二
疋
、
積
三
頭
の
増
殖
に
つ
き
、
各
々
賞

　
　
　
物
と
し
て
稲
二
十
束
が
与
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
増
殖
の
功
労
に
首
従
が
あ
る
と
き
は
、
賞
物
の
稲
二
十
束
は
駒
二
疋
、
積
三

　
　
　
頭
、
即
ち
馬
牛
二
（
疋
・
頭
）
を
不
当
に
死
失
等
さ
せ
た
場
合
の
首
犯
た
る
牧
子
と
従
犯
た
る
牧
子
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
　
も
っ
て
配
分
す
る
。
従
っ
て
、
そ
の
配
分
額
は
首
た
る
牧
子
が
稲
二
十
束
の
三
分
の
二
（
十
三
・
三
束
）
、
従
た
る
牧
子
が
そ

　
　
　
の
三
分
の
一
（
六
・
七
束
）
と
な
る
。
右
の
両
者
の
配
分
額
を
基
礎
配
分
額
と
し
、
稲
の
束
数
が
増
加
し
て
も
、
こ
の
比
率
を

　
　
　
も
っ
て
配
分
額
を
増
加
せ
し
め
る
。

前
掲
古
記
①
の
文
は
、
結
局
a
を
前
提
と
し
て
、
そ
こ
か
ら
b
の
結
論
を
引
き
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
為
に
古
記
は
、
ど

の
よ
う
な
推
論
の
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
凡
そ
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

e
　
特
定
の
犯
罪
の
告
言
は
、
そ
れ
が
虚
で
あ
れ
ば
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
、
そ
れ
が
実
で
あ
れ
ば
褒
賞
が
与
え
ら
れ
る
（
闘
訟
律
4
1

　
　
条
、
捕
亡
令
5
・
1
3
条
）
。
牧
子
に
よ
る
馬
牛
の
飼
育
は
、
そ
れ
が
官
に
損
失
を
与
え
れ
ば
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
、
官
に
利
益
を
与

　
　
え
れ
ば
褒
賞
が
与
え
ら
れ
る
（
厩
庫
律
1
条
、
厩
牧
令
7
条
）
、
両
者
は
虚
と
実
、
損
失
と
利
益
と
い
う
正
反
対
の
行
為
の
結
果

　
　
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
刑
罰
と
褒
賞
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
類
似
す
る
。

口
　
告
言
の
実
な
る
場
合
の
告
者
と
教
令
者
に
与
え
ら
れ
る
賞
物
の
配
分
額
は
、
そ
の
告
言
の
虚
な
る
場
合
の
告
者
を
首
犯
と
し
、

　
　
教
令
者
を
従
犯
と
し
て
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
比
率
に
よ
る
（
闘
訟
律
5
6
条
注
文
）
。

日
　
故
に
牧
子
に
よ
る
馬
牛
の
飼
育
に
お
い
て
も
、
官
に
利
益
を
与
え
た
場
合
の
牧
子
首
従
に
与
え
ら
れ
る
賞
物
の
配
分
額
は
、
官

　
　
に
損
失
を
与
え
た
場
合
の
牧
子
首
従
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
比
率
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
首
と
従
の
比
率
は
二
対
一
と
な
る
。

そ
れ
で
は
、
次
に
義
解
の
説
を
検
討
し
、
そ
の
論
理
の
組
み
立
て
方
に
つ
い
て
み
て
行
き
た
い
。
義
解
の
文
は
左
に
掲
げ
る
通
り
で



あ
る
　
D

（
国
史
大
系
本
『
令
集
解
』
九
二
〇
頁
）
。

ー
謂
。
依
律
。
牧
馬
牛
准
所
除
外
死
失
及
課
不
充
者
。
二
牧
子
答
廿
。
三
加
一
等
。
此
律
既
不
称
皆
。
即
知
。
合
為
首
從
也
。

罰
之
道
。
理
当
均
一
。
准
律
科
罪
。
既
有
首
從
。
拠
令
分
賞
。
何
無
軽
重
。
即
以
廿
束
為
十
九
分
。
十
分
給
首
。
九
分
給
從
？
若
凡
賞
助
ー

　
　
首
從
難
知
者
。
二
人
各
受
十
束
。

　
右
の
義
解
の
文
も
前
掲
古
記
の
文
と
同
様
、
そ
の
文
脈
は
大
別
し
て
傍
線
部
ω
と
⑭
の
二
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
前
掲

文
参
照
）
、
ω
は
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
（
軽
重
）
が
あ
る
場
合
、
賞
物
の
稲
二
十
束
の
配
分
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
⑭

は
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
が
知
り
難
い
場
合
、
二
人
に
各
々
十
束
宛
均
分
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
⑭
の
文
意
は
前
掲
古

記
②
の
文
と
同
じ
で
あ
る
が
、
ω
の
内
容
は
前
掲
古
記
①
の
文
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
ω
に
み
え
る
義
解

の
論
理
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。

　
ω
の
文
は
、
更
に
A
、
B
、
C
の
三
つ
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
文
の
大
意
は
、
凡
そ
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
A
　
厩
庫
律
1
条
に
よ
れ
ば
、
牧
の
馬
牛
を
飼
育
す
る
牧
子
が
法
定
の
死
耗
許
容
数
を
除
い
て
馬
牛
を
死
失
さ
せ
た
り
、
又
は
法

　
　
　
定
の
責
任
増
殖
数
を
充
た
さ
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
牧
子
は
馬
牛
二
（
疋
・
頭
）
に
つ
き
答
二
十
が
科
せ
ら
れ
、
三

　
　
　
（
疋
・
頭
）
毎
に
一
等
が
加
重
さ
れ
る
。
こ
の
厩
庫
律
1
条
に
は
、
「
牧
子
答
廿
」
と
あ
っ
て
「
牧
子
皆
答
廿
」
と
は
な
い
か

　
　
　
ら
、
牧
子
二
人
の
罪
は
名
例
律
4
2
・
4
3
条
の
首
従
法
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
る
（
従
は
首
よ
り
一
等
減
）
。

　
　
B
　
凡
そ
褒
賞
と
科
罰
と
は
正
反
対
の
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
の
法
理
は
同
一
で
あ
る
。
律
に
よ
っ
て
刑
罰
を
科
す
場
合
に
首
従
が

　
　
　
あ
る
以
上
、
令
に
よ
っ
て
賞
物
を
与
え
る
場
合
に
も
軽
重
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。

　
　
C
　
従
っ
て
牧
子
の
功
労
に
首
従
が
あ
る
場
合
は
、
闘
訟
律
5
6
条
の
注
文
に
よ
り
賞
物
で
あ
る
稲
二
十
束
を
十
九
等
分
し
、
そ
の

　
　
　
十
分
を
首
た
る
牧
子
に
、
そ
の
九
分
を
従
た
る
牧
子
に
与
え
る
。
（
即
ち
そ
の
配
分
額
は
、
首
た
る
牧
子
が
十
・
五
束
、
従
た
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る
牧
子
が
九
・
五
束
と
な
る
。
）

以
上
か
ら
義
解
の
推
論
の
作
業
は
、
凡
そ
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

O
　
褒
賞
と
科
罰
の
方
法
は
正
反
対
の
関
係
に
あ
る
が
、
そ
の
法
理
は
同
一
で
あ
る
。

口
　
馬
牛
を
飼
育
す
る
牧
子
二
人
が
官
に
損
失
を
与
え
た
罰
則
規
定
（
厩
庫
律
1
条
）
に
は
、
牧
子
の
罪
に
首
従
が
存
す
る
。

日
　
故
に
牧
子
が
馬
牛
を
増
殖
せ
し
め
て
官
に
利
益
を
与
え
た
場
合
の
褒
賞
規
定
（
厩
牧
令
7
条
）
の
牧
子
に
対
す
る
賞
物
の
配
分

　
に
も
、
首
従
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。

四
　
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
の
配
分
額
の
比
率
は
、
告
者
（
首
）
と
教
令
者
（
従
）
に
対
す
る
賞
物
の
配
分
額
の
比
率
（
闘
訟
律

　
5
6
条
注
文
V
を
適
用
す
る
。
即
ち
首
と
従
の
比
率
は
十
対
九
と
な
る
。

4

123　古記と令釈（小林）

　
以
上
の
古
記
と
義
解
の
論
理
の
進
め
方
を
み
る
と
、
両
者
の
間
で
、
そ
れ
は
か
な
り
異
な
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
即
ち
牧
子
二
人
の

功
労
に
首
従
が
あ
る
場
合
、
そ
の
賞
物
の
配
分
に
差
等
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
点
に
お
い
て
は
両
者
と
も
同
じ
で
あ
る
が
、
そ

の
結
論
に
至
る
ま
で
の
推
論
の
方
法
が
両
者
に
よ
っ
て
異
な
る
為
、
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
も
大
き
く
相
違
す
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。

　
古
記
は
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
定
め
る
に
当
っ
て
、
当
該
行
為
の
結
果
、
そ
れ
が
虚
か
実
か
に
よ
っ
て
科
罰
と
褒

賞
と
い
う
正
反
対
の
法
律
効
果
を
も
た
ら
す
告
言
と
い
う
行
為
に
注
目
し
、
そ
の
告
者
（
首
）
と
教
令
者
（
従
）
に
対
す
る
賞
物
配
分

の
比
率
を
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
の
首
従
の
量
刑
の
比
率
に
求
め
た
闘
訟
律
5
6
条
の
法
理
を
借
用
し
た
。
つ
ま
り
古
記
は
、
科
罰
の

と
き
の
首
従
に
対
す
る
刑
の
比
率
を
も
っ
て
褒
賞
の
と
き
の
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
と
す
る
闘
訟
律
5
6
条
の
法
理
を
論
拠
と



國學院法學第42巻第4号（2005）　124

し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
古
記
の
推
論
の
手
法
は
、
唐
律
に
い
う
比
附
の
一
種
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
古
記
の
説
で
は
、
告
言
と

い
う
行
為
と
牧
に
お
け
る
畜
産
の
飼
育
と
い
う
行
為
と
の
類
似
性
が
重
要
と
な
っ
て
来
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
そ
の
類
似
性
と
は
告
言

に
お
け
る
虚
と
実
、
馬
牛
飼
育
に
お
け
る
損
失
と
利
益
と
い
う
共
に
相
反
す
る
結
果
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
為
に
刑
罰
と
褒
賞
が

与
え
ら
れ
る
と
い
う
両
者
の
類
似
性
で
あ
る
。
古
記
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
何
も
い
っ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
厩
牧
令
7
条
の
牧
子
首

従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
厩
庫
律
1
条
の
牧
子
首
従
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
に
求
め
る
為
の
論
拠
と
し
て
闘
訟
律
5
6
条
を
引
用

し
た
推
論
の
過
程
に
は
、
当
然
そ
の
こ
と
が
視
野
に
入
っ
て
い
た
筈
で
あ
る
。
古
記
が
自
説
の
為
の
論
拠
と
し
た
闘
訟
律
5
6
条
の
法
理

を
指
し
て
、
「
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
は
、
古
記
の
関
心
が
告
者
と
教
令
者
に
対
し
、
賞
物
配
分
の
方
法
は
ど

の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
正
し
い
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
右
の
古
記
説
に
対
し
、
義
解
説
で
は
、
功
労
に
首
従
が
あ
る
場
合
、
そ
の
賞
物
は
あ
ら
ゆ
る
場
合
を
通
じ
て
闘
訟
律
5
6
条
の
告
言
の

場
合
の
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
も
っ
て
、
一
律
に
首
に
十
九
分
の
十
を
、
従
に
十
九
分
の
九
を
与
え
る
と
い
う
考
え
が
そ

の
前
提
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
義
解
説
で
は
、
牧
子
褒
賞
の
場
合
の
賞
物
配
分
に
は
「
首
従
」
が
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
と

に
、
そ
の
主
張
の
力
点
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
為
に
義
解
は
、
「
凡
賞
罰
之
道
。
理
当
均
一
。
」
と
い
う
賞
罰
に
関
す
る
律
令

法
上
の
原
則
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
論
拠
と
し
て
引
用
し
、
こ
の
原
則
か
ら
の
演
繹
に
よ
っ
て
厩
庫
律
1
条
の
牧
子
の
科
罰
に
首
従
が

規
定
さ
れ
て
い
る
以
上
、
牧
子
の
褒
賞
に
も
首
従
が
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
論
を
展
開
す
る
。
そ
こ
に
は
古
記
説
の
よ
う
に

賞
物
配
分
の
比
率
を
ど
の
よ
う
に
し
て
求
め
る
こ
と
が
正
し
い
か
と
い
う
、
そ
の
比
率
確
定
の
為
の
正
当
化
に
つ
い
て
は
殆
ど
顧
慮
さ

れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
古
記
説
で
は
、
官
に
損
失
を
与
え
た
場
合
の
牧
子
首
従
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
比
率
と
官
に
利
益
を
も
た
ら
し

た
場
合
の
牧
子
首
従
に
与
え
ら
れ
る
賞
物
配
分
の
比
率
は
正
し
く
対
応
し
て
い
る
が
、
義
解
説
に
は
、
そ
の
対
応
は
な
い
。
義
解
説
で

は
、
「
凡
賞
罰
之
道
。
理
当
均
一
。
」
と
い
い
な
が
ら
も
、
個
々
の
ケ
ー
ス
、
個
々
の
事
情
を
捨
象
し
て
、
一
律
に
闘
訟
律
の
告
言
の
場



合
の
賞
物
配
分
の
比
率
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の
場
合
の
賞
物
配
分
の
比
率
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
義
解
説
で
は
、
た
だ
牧
子
に
対
す
る
賞
物
配
分
に
は
首
従
が
あ
る
こ
と
の
み
を
正
当
化
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
で

足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
比
率
を
も
っ
て
賞
物
を
首
従
間
に
配
分
す
る
の
が
正
し
い
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
関

心
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
義
解
の
結
論
で
あ
る
稲
二
十
束
を
十
九
分
し
て
十
分
を
首
に
、
九
分
を
従
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る

賞
物
配
分
の
比
率
が
何
に
拠
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
根
拠
が
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
こ

れ
を
前
掲
義
解
の
推
論
の
過
程
で
い
え
ば
、
日
か
ら
四
の
結
論
に
至
る
理
由
、
即
ち
何
故
、
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
に

闘
訟
律
5
6
条
の
告
者
（
首
）
と
教
令
者
（
従
）
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
適
用
す
る
の
か
、
義
解
は
そ
の
理
由
を
示
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
し
か
し
そ
の
理
由
が
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
稲
二
十
束
を
十
九
分
し
て
十
分
を
首
に
、
九
分
を
従
に
与
え
る
べ
き
で
あ
る
と

す
る
義
解
の
結
論
は
、
い
か
に
も
唐
突
な
感
を
禁
じ
得
な
い
。
義
解
説
は
、
古
記
説
に
比
べ
て
や
は
り
説
得
力
に
欠
け
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
の
で
あ
る
。5

125　古記と令釈（小林）

　
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
賞
物
の
配
分
額
は
古
記
説
を
と
れ
ば
首
従
間
の
差
は
二
倍
と
な
る
が
、
義
解
説
を
と
れ
ば
首
従
間
に
、

さ
ほ
ど
の
大
差
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は
両
説
の
中
、
何
れ
が
本
条
適
用
の
実
際
に
お
い
て
妥
当
性
を
有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

闘
訟
律
5
6
条
に
よ
れ
ば
、
謳
告
罪
に
つ
い
て
は
告
者
も
教
令
者
も
同
じ
く
反
坐
の
刑
が
科
せ
ら
れ
、
た
だ
処
罰
上
、
告
者
を
首
犯
と

し
、
教
令
者
を
従
犯
と
す
る
。
同
条
に
お
い
て
教
令
者
を
従
犯
と
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
「
何
ら
か
職
業
的
知
識
を
も
っ

た
、
師
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
類
の
人
間
が
背
後
で
策
を
授
け
た
と
き
、
こ
れ
を
共
犯
者
と
は
別
途
に
そ
れ
と
し
て
重
く
処
罰
す
べ
き
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

請
が
顕
著
に
感
ぜ
ら
れ
、
そ
れ
に
こ
た
え
て
特
別
の
明
文
規
定
が
お
か
れ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
唐
律
で
は
、
違
法
な
告
言
や
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謳
告
の
教
唆
者
を
共
犯
者
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
為
に
、
こ
の
特
別
規
定
を
置
い
て
教
唆
者
を
厳
し
く
罰
す
る
こ
と
に
し

た
の
で
あ
る
。

　
一
般
に
従
犯
は
首
犯
よ
り
罪
一
等
が
減
軽
さ
れ
る
か
ら
、
杖
一
百
以
下
答
十
以
上
に
あ
っ
て
、
首
従
間
の
刑
の
対
比
の
差
が
最
も
大

き
い
の
は
、
首
が
答
二
十
、
従
が
答
十
と
い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
そ
の
差
が
最
も
小
さ
い
の
は
、
首
が
杖
一
百
、
従
が
杖
九
十
と

い
う
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
謳
告
の
教
令
者
を
重
く
罰
す
る
こ
と
が
闘
訟
律
5
6
条
の
立
法
趣
旨
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

逆
に
そ
の
告
言
が
実
で
あ
っ
て
賞
物
が
与
え
ら
れ
る
場
合
も
、
教
令
者
の
行
為
を
重
く
み
て
、
告
者
と
教
令
者
と
の
間
の
賞
物
配
分
の

差
を
で
き
る
だ
け
小
さ
く
す
る
こ
と
が
本
条
の
立
法
趣
旨
に
か
な
う
も
の
で
あ
っ
た
筈
で
あ
る
。
本
条
の
注
文
に
お
い
て
賞
物
を
与
え

る
場
合
に
、
告
者
（
首
）
を
杖
一
百
、
教
令
者
（
従
）
を
杖
九
十
と
仮
定
し
、
こ
の
刑
の
比
率
を
も
っ
て
賞
物
配
分
額
を
一
律
に
従
は

首
よ
り
十
分
の
一
を
減
ず
る
と
定
め
た
の
も
、
本
条
の
立
法
趣
旨
に
沿
っ
た
解
釈
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
闘
訟
律
5
6
条
の
賞
物
配
分
の
比
率
を
義
解
は
そ
の
ま
ま
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
と
し
た

の
で
あ
る
。
処
で
官
牧
の
組
織
と
そ
の
運
営
の
方
法
は
、
大
宝
・
養
老
の
厩
牧
令
及
び
厩
庫
律
に
詳
し
く
定
め
ら
れ
、
牧
に
は
牧
長
一

人
、
牧
帳
一
人
、
牧
子
若
干
が
配
属
さ
れ
た
。
牧
の
長
帳
の
採
用
に
つ
い
て
は
厩
牧
令
4
牧
馬
帳
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
牧
子
の

点
定
に
つ
い
て
は
令
に
明
文
を
み
な
い
。
牧
子
は
恐
ら
く
牧
に
隷
属
す
る
馬
戸
及
び
附
近
の
民
戸
か
ら
然
る
べ
き
も
の
を
点
定
し
た
と

思
わ
れ
、
馬
戸
の
課
丁
は
番
上
し
て
牧
に
出
勤
し
、
そ
の
長
上
す
る
も
の
が
牧
子
で
あ
っ
た
。
牧
の
長
帳
及
び
牧
子
の
任
務
は
、
牧
の

馬
牛
の
死
亡
や
閲
逸
を
防
ぎ
、
馬
牛
の
病
気
や
盗
難
を
予
防
し
、
馬
牛
を
肥
や
し
、
繁
殖
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
牧
長
は
そ
の
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

理
・
運
営
に
当
り
、
牧
帳
は
そ
の
文
書
事
務
を
行
な
い
、
牧
子
は
そ
れ
ら
の
下
に
あ
っ
て
牧
の
馬
牛
の
飼
育
に
当
っ
た
。
し
か
し
馬
牛

の
群
毎
に
置
か
れ
る
牧
子
二
人
の
間
の
任
務
に
は
、
法
制
上
の
区
別
は
な
く
、
そ
れ
は
等
し
く
馬
牛
の
世
話
に
当
る
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
の
差
を
設
け
る
こ
と
は
、
古
記
が
「
首
従
難
定
」
、
義
解
が
「
首
従
難
知
」
と
い
う
よ
う
に
実
際
上
困



難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
は
古
記
も
義
解
も
、
共
に
賞
物
は
二
人
に
均
分
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
逆
に
考
え

れ
ば
、
牧
子
二
人
の
功
労
に
首
従
の
差
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
と
は
、
両
者
間
の
功
労
に
決
定
的
な
差
が
あ
っ
た
場
合
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
に
は
起
こ
り
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
闘
訟
律
5
6
条
の
賞
物
配
分
の
比

率
を
そ
の
ま
ま
借
用
し
て
牧
子
首
従
間
に
最
小
限
の
差
し
か
認
め
な
い
義
解
説
よ
り
も
、
厩
庫
律
1
条
の
量
刑
の
比
率
か
ら
牧
子
首
従

間
の
賞
物
配
分
の
比
率
を
最
大
限
の
二
倍
と
し
た
古
記
説
の
方
が
現
実
に
か
な
っ
た
法
解
釈
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

6

127　古記と令釈（小林）

　
さ
て
、
古
記
の
説
と
比
較
し
て
縷
々
述
べ
て
来
た
上
記
の
義
解
の
説
は
、
実
は
令
釈
の
説
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
厩
牧
令
集

解
7
毎
乗
駒
条
の
本
文
、
「
凡
牧
馬
牛
。
毎
乗
駒
二
疋
。
憤
三
頭
。
各
賞
牧
子
稲
廿
束
。
」
の
下
に
あ
る
集
解
諸
説
に
は
、
確
か
に
令
釈

の
説
は
全
く
見
え
て
い
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
恐
ら
く
令
釈
の
説
が
義
解
の
説
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
ら
、
集
解
編
者
は
、
あ
え
て
令
釈

の
説
を
記
載
し
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
義
解
が
令
釈
の
説
を
踏
襲
す
る
こ
と
の
多
い
の
は
、
前
述
の
戸
令
集
解
7
条
に
お
い
て

も
見
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
更
に
こ
の
厩
牧
令
7
条
の
場
合
に
は
、
右
の
事
実
を
傍
証
す
る
史
料
が
い
く
つ
か
存
す
る
。
集
解
同
7
条
の

本
文
、
「
其
牧
長
帳
。
各
通
計
所
管
群
賞
之
。
」
の
下
に
あ
る
「
釈
云
」
に
は
、
「
又
牧
子
長
帳
各
以
所
由
為
首
。
賞
罰
以
闘
訟
律
謳
告

首
從
之
法
為
定
。
」
と
あ
っ
て
闘
訟
律
5
6
条
が
引
か
れ
、
ま
た
前
条
、
即
ち
厩
牧
令
集
解
6
死
耗
条
の
本
文
、
「
各
一
百
毎
年
課
駒
績
各

六
十
。
」
の
下
に
あ
る
「
釈
云
」
に
も
、
「
六
十
疋
以
上
者
。
充
牧
子
二
人
。
課
乗
二
疋
賞
稲
廿
束
。
首
十
分
。
従
九
分
。
有
課
欠
者
。

亦
依
上
法
科
罰
。
准
闘
律
為
法
故
也
。
」
と
あ
っ
て
、
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
は
や
は
り
闘
訟
律
5
6
条
に
よ
っ
て
首
に

十
分
、
従
に
九
分
と
さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
す
れ
ば
令
釈
も
ま
た
、
そ
の
内
容
は
義
解
の
説
と
同
じ
で
あ
り
、
義
解
の
説
が
令
釈
を

踏
襲
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
き
に
近
い
。
ま
た
右
の
令
釈
が
闘
訟
律
56
条
の
規
定
を
「
闘
訟
律
謳
告
首
從
之
法
」
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と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
古
記
は
前
述
の
よ
う
に
同
条
を
「
圖
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
」
と
呼
び
、
そ
こ

か
ら
告
者
と
教
令
者
に
対
す
る
「
分
賞
」
、
即
ち
賞
物
配
分
の
正
し
い
方
法
を
い
か
に
し
て
求
め
る
か
と
い
う
こ
と
に
関
心
を
有
し
て

い
た
の
に
対
し
、
令
釈
は
義
解
と
同
様
、
闘
訟
律
5
6
条
が
賞
物
配
分
に
「
首
従
」
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
関
心
を
有
し
て
い
た
の
で
あ

る
。　

因
み
に
厩
牧
令
9
失
馬
牛
条
は
、
牧
に
あ
る
官
の
馬
牛
を
亡
失
せ
し
め
て
百
日
の
期
限
内
に
、
そ
の
馬
牛
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
亡
失
当
時
の
馬
牛
の
価
格
に
準
じ
て
、
そ
の
十
分
の
七
を
牧
子
か
ら
、
そ
の
十
分
の
三
を
長
帳
か
ら
徴
収
す
る
と
規

定
し
て
い
る
。
集
解
同
条
に
よ
れ
ば
、
令
文
の
「
七
分
徴
牧
子
。
」
を
解
釈
し
て
、
古
記
は
「
謂
二
分
徴
首
。
一
分
徴
從
。
若
不
得
定

首
從
者
。
均
分
徴
。
」
と
し
、
そ
の
亡
失
の
責
任
に
首
従
が
あ
っ
た
場
合
、
牧
子
首
従
に
対
す
る
賠
償
額
の
比
は
二
対
一
と
す
る
。
こ

の
首
従
に
対
す
る
比
率
は
、
や
は
り
厩
庫
律
1
条
の
首
従
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
義
解
は
「
謂
。
皆

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

拠
首
從
法
徴
之
。
若
首
從
難
定
者
。
即
須
均
徴
也
。
」
と
し
、
ま
た
令
釈
も
「
為
首
從
可
徴
。
」
と
し
て
、
こ
の
場
合
、
両
者
等
し
く

「
首
従
」
に
よ
っ
て
、
そ
の
賠
償
額
を
定
め
、
徴
収
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
義
解
、
令
釈
共
に
、
そ
の
「
首
従
」
の
内
容
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
集
解
同
条
の
朱
説
に
は
「
謂
並
首
從
徴
者
。
作
十
九
分
者
。
」
云
々
と
あ
る
か
ら
、
や
は
り
前
記
闘
訟

律
5
6
条
の
首
従
に
対
す
る
十
対
九
の
比
率
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
三
　
両
学
説
成
立
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
i
む
す
び
に
代
え
て
1

　
前
章
で
述
べ
た
厩
牧
令
7
条
の
義
解
の
解
釈
が
令
釈
の
解
釈
を
踏
襲
し
、
そ
の
内
容
も
令
釈
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
な
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ら
ば
、
同
条
に
み
る
令
釈
の
解
釈
は
古
記
の
解
釈
に
比
べ
て
、
そ
の
論
理
の
運
び
に
は
単
純
明
快
な
と
こ
ろ
の
あ
る
反
面
、
そ
の
推
論

の
作
業
に
は
緻
密
さ
に
欠
け
、
ま
た
そ
の
論
証
に
は
飛
躍
す
る
部
分
も
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
本
稿
冒
頭
に
述
べ
た

戸
令
7
条
に
お
け
る
古
記
と
令
釈
と
の
両
学
説
の
性
格
の
相
違
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
令
釈
が
闘
訟
律
5
6
条
の
告
者
と
教
令

者
と
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
何
の
た
め
ら
い
も
な
く
、
そ
の
ま
ま
厩
牧
令
7
条
の
牧
子
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
と
し

た
こ
と
は
、
適
法
性
を
厳
格
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
古
記
の
合
理
的
な
解
釈
に
比
べ
て
、
そ
こ
に
や
は
り
形
式
的
、
画
一
的
、
機
械
的

な
傾
向
を
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
古
記
の
解
釈
が
個
別
具
体
的
事
情
に
配
慮
し
て
法
文
の
現
実
へ
の
適
用
に
重
き
を
置
い

た
、
い
わ
ば
実
践
的
解
釈
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
令
釈
の
そ
れ
は
現
実
か
ら
或
る
程
度
遊
離
し
た
机
上
の
学
問
的
性
格
を
免
れ
ず
、

今
、
仮
に
そ
れ
を
思
弁
的
解
釈
と
呼
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
も
と
よ
り
本
稿
で
取
り
上
げ
た
一
、
二
の
事
例
か
ら
直
ち
に
両
者
の
学
説

を
そ
の
よ
う
に
断
定
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
令
釈
は
古
記
の
解
釈
を
踏
襲
す
る
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
か
ら
、
両
者
の
解
釈
が
す
べ
て
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
両
者
に
は
一
面
に
お
い
て
右
に
み
る
よ
う

な
傾
向
を
強
く
有
し
て
い
た
こ
と
も
亦
、
否
定
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
両
者
の
学
説
の
相
違
す
る
原
因
は
、
ど
こ
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
古
記
と
令
釈
の
著
者
に
つ
い
て
は
、

異
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
が
、
筆
者
は
瀧
川
博
士
の
説
、
即
ち
古
記
は
大
和
長
岡
、
令
釈
は
山
田
白
金
と
す
る
こ
と
が
、
諸
般
の

事
情
か
ら
推
し
て
、
最
も
妥
当
性
の
あ
る
見
解
で
は
な
い
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
両
人
と
も
養
老
律
令
の
編
纂
に
携
っ
た
当
代
屈
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

の
法
律
家
で
あ
り
、
考
課
令
集
解
1
内
外
官
条
引
載
の
「
或
釈
」
が
唐
令
釈
の
文
を
引
い
て
「
大
和
山
田
説
亦
同
此
義
。
」
と
述
べ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
代
の
明
法
家
に
と
っ
て
も
、
大
和
長
岡
と
山
田
白
金
と
は
、
や
は
り
当
時
律
令
学
の
双
壁
で
あ
っ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
る
。

　
　
　
　
（
1
0
）

　
大
和
長
岡
は
、
大
和
の
旧
族
の
出
身
で
あ
っ
て
、
そ
の
卒
伝
に
「
少
好
刑
名
之
学
。
兼
能
属
文
。
露
亀
二
年
。
入
唐
請
益
。
凝
滞
之
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処
。
多
有
発
明
。
当
時
言
法
令
者
。
就
長
岡
而
質
之
。
」
（
『
績
日
本
紀
』
巻
三
十
）
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
大
宝
律
令
施
行
に
伴
い
、

諸
司
や
官
人
か
ら
発
せ
ら
れ
た
法
解
釈
、
法
適
用
上
の
種
々
の
疑
問
に
答
え
た
令
官
、
令
師
の
学
問
の
系
統
を
受
け
継
い
だ
人
物
と
思

わ
れ
る
。
そ
の
為
か
古
記
に
は
問
答
体
の
注
釈
が
多
く
、
そ
の
内
容
も
瀧
川
博
士
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
実
際
的
、
常
識
的
、
日
本
的

特
色
を
も
ち
、
そ
の
注
釈
の
文
を
読
む
と
、
あ
た
か
も
法
実
務
の
現
場
に
あ
る
が
如
き
感
に
襲
わ
れ
る
こ
と
が
屡
々
で
あ
る
。
古
記
は

大
宝
令
の
母
法
で
あ
る
唐
永
徽
令
を
「
本
令
」
と
呼
び
、
唐
開
元
令
を
「
開
元
令
」
と
呼
ん
で
両
者
を
区
別
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る

が
、
古
記
の
こ
の
特
徴
な
ど
も
、
古
記
の
著
者
が
大
和
長
岡
で
あ
っ
て
、
霊
亀
二
年
（
七
一
六
年
、
開
元
四
年
）
に
請
益
生
と
し
て
渡

唐
し
、
最
新
の
開
元
三
年
令
を
日
本
に
将
来
し
た
こ
と
に
因
る
と
考
え
れ
ば
納
得
が
行
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
前
記
考
課
令
集
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

1
条
の
「
或
釈
」
の
引
く
「
大
和
山
田
説
」
が
同
条
古
記
の
説
と
そ
の
内
容
が
一
致
す
る
と
い
う
事
実
は
、
少
な
く
と
も
古
記
の
著
者

を
大
和
長
岡
と
す
る
説
と
は
矛
盾
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
一
方
、
山
田
白
金
は
前
名
を
「
百
濟
人
成
」
と
い
う
帰
化
系
の
人
物
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
曽
孫
山
田
春
城
の
卒
伝
に

は
、
「
曽
組
白
金
為
明
法
博
士
。
律
令
之
義
。
無
所
不
通
。
後
言
法
律
者
。
皆
威
資
准
的
。
」
（
『
文
徳
実
録
』
巻
十
）
と
あ
る
よ
う
に
、

や
は
り
当
時
、
明
法
の
権
威
で
あ
っ
た
。
早
川
庄
八
氏
に
よ
れ
ば
、
養
老
律
令
施
行
後
の
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
九
月
、
平
城
宮

に
お
い
て
藤
原
仲
麻
呂
の
主
導
の
下
、
山
田
白
金
に
よ
る
新
令
講
書
が
開
始
さ
れ
る
と
共
に
、
仲
麻
呂
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
説
令
所

に
お
い
て
新
令
の
解
釈
の
治
定
作
業
が
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
の
講
書
に
お
い
て
治
定
さ
れ
た
解
釈
を
記
録
し
た
書
が
令
集
解
に
引
載
さ

れ
て
い
る
「
新
令
私
記
」
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
は
山
田
白
金
自
身
の
令
私
記
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
更
に
早
川
氏
は
、
令

釈
に
つ
い
て
、
八
世
紀
後
半
の
時
期
に
、
も
う
一
度
講
書
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
時
の
注
釈
書
が
編
述
さ
れ
て
、
そ
れ
が
「
令
釈
」
と
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ば
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
を
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
右
の
令
釈
の
成
立
事
情
に
つ
い
て
は
、
今
暫
く
こ
れ
を
措
く
と
し
て
も
、
早
川
氏
の
指
摘
さ
れ
た
令
集
解
引
載
の
新
令
私
記
の
十
一
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例
中
、
そ
の
半
数
以
上
が
令
釈
と
そ
の
注
釈
内
容
及
び
文
章
表
現
が
一
致
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
令
釈
な
る
注
釈
書
が
新
令
私
記
の
説

を
多
く
祖
述
し
た
書
で
あ
っ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
令
釈
の
著
者
も
山
田
白
金
か
、
そ
れ

に
近
い
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
新
令
私
記
が
仲
麻
呂
の
主
導
の
下
、
山
田
白
金
に
よ
っ
て
治
定
さ
れ
た
新
令
の
解

釈
を
記
録
し
た
書
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
学
説
の
多
く
を
受
け
継
い
だ
令
釈
も
ま
た
必
然
的
に
そ
の
よ
う
な
性
格
を
も
つ
注
釈
書
と

な
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
本
朝
法
家
文
書
目
録
』
に
令
釈
が
令
義
解
と
並
ん
で
、
「
令
釈
一
部
七
巻
升
篇
」
と
し
て
、
そ
の
巻

立
て
や
篇
目
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
令
釈
が
勅
撰
の
令
義
解
の
先
躍
と
し
て
当
時
最
も
権
威
あ
る
令
注
釈
書
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
が
、
そ
れ
で
は
何
故
、
令
釈
が
そ
の
よ
う
に
権
威
あ
る
書
で
あ
っ
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
令
釈
が
新
令
私
記
の
学
説
を
直
接
受
け

継
ぐ
正
統
な
令
注
釈
書
で
あ
る
と
当
時
認
識
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
こ
の
よ
う
に
推
考
し
て
令
釈
の
法
解
釈
上
の
手
法
を
み
て
行
く
と
、
成
る
程
と
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た
と
え
ば
令
釈
に

は
、
古
記
の
問
答
体
の
注
釈
を
論
述
体
の
注
釈
に
改
め
る
な
ど
、
問
答
体
の
注
釈
よ
り
も
論
述
体
の
注
釈
の
形
態
が
多
く
採
ら
れ
て
お

り
、
ま
た
古
記
に
比
べ
て
、
そ
の
注
釈
の
内
容
も
簡
潔
に
要
領
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
令
釈
の
特
色

は
、
そ
の
も
と
に
な
っ
た
新
令
私
記
が
令
全
篇
に
わ
た
る
講
義
録
で
あ
っ
た
と
い
う
、
そ
の
体
裁
か
ら
来
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
古

記
に
よ
る
先
行
注
釈
の
引
用
方
法
、
即
ち
コ
云
」
の
引
用
方
法
は
、
古
記
自
身
の
説
と
対
立
す
る
注
釈
の
み
な
ら
ず
、
解
釈
の
直
接

の
対
象
と
は
な
ら
な
い
別
の
事
項
に
つ
い
て
の
注
釈
も
、
古
記
自
身
の
説
と
同
格
に
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
説
に

対
し
て
何
れ
も
古
記
自
身
に
よ
る
意
見
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
古
記
に
は
令
の
解
釈
、
適
用
上
の
参
考
意
見
が

そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
感
を
受
け
る
。
即
ち
古
記
に
は
大
宝
令
運
用
上
の
質
疑
に
対
し
て
、
令
師
等
が
与
え
た
解
答
類
を
そ

の
ま
ま
天
平
年
間
の
或
る
時
期
に
ま
と
め
た
実
務
的
注
釈
書
と
い
う
性
格
が
一
面
で
は
強
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
右
に
対
し
て
令
釈
に
よ
る
先
行
注
釈
の
引
用
方
法
は
、
古
記
と
ま
こ
と
に
対
照
的
で
あ
る
。
即
ち
、
令
釈
が
「
或
云
」
「
或
説
」
等
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と
し
て
古
記
を
含
む
他
説
を
引
用
す
る
場
合
、
令
釈
は
、
そ
れ
ら
の
他
説
に
対
し
て
「
非
也
」
と
し
て
批
判
を
加
え
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
こ
と
は
令
釈
が
他
説
に
対
し
、
是
非
の
判
断
を
下
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
際
、
令
釈
は
他
説
を
「
非
也
」
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

る
だ
け
で
は
な
く
、
「
何
者
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
非
と
す
る
理
由
を
挙
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
我
々
は
、
こ
の
令
釈
の
引
用
方

法
の
中
に
、
令
釈
が
自
説
の
正
当
性
を
強
く
主
張
す
る
と
同
時
に
、
新
令
の
解
釈
の
統
一
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
政
策
的
な
意
図
を
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
令
釈
の
法
解
釈
の
手
法
に
対
し
て
は
、
す
で
に
早
川
氏
の
指
摘
し
た
新
令
の
法
解
釈
の
治
定
作

業
を
直
接
行
な
っ
た
藤
原
仲
麻
呂
の
態
度
に
通
ず
る
も
の
を
や
は
り
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
令
釈
に
は
、
屡
々
古
記
に
あ
え
て
対

抗
す
る
が
如
き
解
釈
が
見
え
る
の
も
、
大
宝
令
の
解
釈
の
治
定
に
自
ら
刀
筆
を
ふ
る
っ
て
活
躍
し
た
祖
父
不
比
等
の
事
蹟
に
倣
っ
て
新

し
い
法
解
釈
を
樹
立
し
よ
う
と
し
た
仲
麻
呂
の
意
欲
の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
仲
麻
呂
は
、
周
知
の
如
く
天
下

の
家
ご
と
に
孝
経
一
本
を
お
さ
め
て
孝
道
を
奨
励
し
、
太
政
官
等
の
令
の
官
制
の
名
称
を
悉
く
改
め
、
皇
太
后
や
上
皇
等
に
対
す
る
尊

号
を
撰
進
し
、
保
良
宮
を
造
営
す
る
な
ど
、
そ
の
政
策
に
は
国
情
を
顧
慮
し
な
い
、
唐
風
を
憧
憬
す
る
形
式
的
な
も
の
が
多
か
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。
令
釈
の
成
立
を
湖
っ
て
考
え
、
そ
こ
に
仲
麻
呂
の
存
在
が
影
を
落
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
令
釈
の
法
解
釈
の
手
法

に
、
す
で
に
指
摘
し
た
現
実
か
ら
遊
離
し
た
形
式
的
、
画
一
的
、
直
線
的
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
や
古
記
に
比
べ
て
中
国
の
故
事
や

古
典
を
引
用
す
る
傾
向
の
多
い
こ
と
な
ど
は
、
仲
麻
呂
の
性
癖
や
嗜
好
と
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
、
本
稿
で
は
古
記
と
令
釈
と
い
う
当
代
の
二
大
律
令
学
説
に
関
し
、
戸
令
と
厩
牧
令
と
の
二
個
条
の
解
釈
を
通
じ
て
、
両
者
の

法
解
釈
の
手
法
に
み
ら
れ
る
際
立
っ
た
相
違
点
を
摘
出
し
、
併
せ
て
そ
の
基
づ
く
原
由
を
探
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
今
後
は
更
に
そ

の
他
の
諸
条
文
を
逐
条
毎
に
検
証
し
、
我
が
古
代
律
令
法
学
の
性
格
と
実
態
と
を
解
明
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
古
記
の
こ
の
文
に
付
さ
れ
た
国
史
大
系
本
の
返
点
は
、
今
、
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。
「
答
。
牧
子
二
人
合
二
廿
束
賞
一
。
」
↓
「
答
。
牧
子
二
人
合
廿
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束
賞
。
」
、
「
依
二
闘
訟
律
謳
告
条
一
。
分
二
賞
法
一
給
之
。
」
↓
「
依
二
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
一
給
之
。
」
、
「
但
於
・
謂
二
首
從
一
難
レ
定
。
若
不
・
得
・
定
者
。
」
↓

「
但
於
レ
謂
二
首
從
難
レ
定
。
若
不
一
レ
得
レ
定
者
。
」

（
2
）
古
記
の
い
う
「
闘
訟
律
謳
告
条
分
賞
法
」
に
つ
い
て
、
三
浦
周
行
、
瀧
川
政
次
郎
共
編
『
令
集
解
繹
義
』
（
昭
和
六
年
刊
、
昭
和
五
十
七
年
復
刊
、

国
書
刊
行
会
）
の
標
註
は
、
こ
れ
を
闘
訟
律
4
1
謳
告
条
の
疏
、
「
遂
相
謳
告
者
。
准
謳
告
軽
重
。
反
坐
告
人
。
」
を
指
す
と
す
る
が
、
失
考
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
闘
訟
律
5
6
条
の
「
教
令
」
が
現
代
法
の
教
唆
に
当
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
律
令
研
究
会
編
『
課
註
日
本
律
令
五
藷
諦
鰍
轡
（
滋
賀
秀
三

執
筆
、
昭
和
五
十
四
年
、
東
京
堂
出
版
）
二
六
〇
頁
参
照
。

（
4
）
　
闘
訟
律
5
6
条
の
「
不
可
徒
杖
別
作
節
文
」
の
解
釈
は
、
律
令
研
究
会
編
『
課
註
日
本
律
令
七
講
諦
麟
蕃
（
奥
村
郁
三
執
筆
、
昭
和
六
十
二
年
、
東
京

堂
出
版
）
四
〇
六
頁
に
よ
る
。

（
5
）
闘
訟
律
5
6
条
の
「
軽
重
不
同
」
の
解
釈
は
、
戴
炎
輝
『
唐
律
通
論
』
（
中
華
民
國
五
十
四
年
、
國
立
壷
湾
大
學
法
學
院
事
務
組
）
二
二
一
頁
に
よ
る
。

　
な
お
告
者
と
教
令
者
と
に
対
す
る
刑
の
差
が
一
等
で
な
い
場
合
と
は
、
他
人
を
教
令
し
て
、
そ
の
子
孫
を
告
言
せ
し
め
る
場
合
等
を
い
う
。

（
6
）
　
養
老
厩
庫
律
1
条
逸
文
は
、
「
凡
牧
馬
牛
。
准
所
除
外
死
失
。
及
課
不
充
者
。
二
牧
子
。
答
廿
。
三
加
一
等
。
過
杖
一
百
。
廿
加
一
等
。
罪
止
徒
二

年
。
」
と
あ
り
、
大
宝
厩
庫
律
同
条
は
、
前
掲
養
老
律
の
「
三
加
一
等
」
以
下
に
相
当
す
る
文
は
ま
だ
復
原
さ
れ
て
い
な
い
が
、
恐
ら
く
「
三
加
一
等
」

　
は
養
老
律
と
同
文
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
駒
二
疋
、
積
三
頭
を
不
当
に
死
失
せ
し
め
た
場
合
の
牧
子
首
従
に
対
す
る
量
刑
は
、
馬
牛
二
（
疋
・

頭
）
を
死
失
せ
し
め
た
場
合
と
同
じ
量
刑
と
な
る
。
但
し
古
記
は
、
右
の
駒
二
疋
、
積
三
頭
死
失
の
場
合
の
首
従
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
を
も
っ
て
馬
牛

増
殖
の
す
べ
て
の
場
合
の
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
と
し
、
駒
四
疋
、
積
六
頭
以
上
を
増
殖
せ
し
め
た
場
合
は
、
駒
四
疋
、
積
六
頭
以
上
を
死
失

　
せ
し
め
た
場
合
の
首
従
に
対
す
る
量
刑
の
比
率
を
採
用
し
て
い
な
い
。
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
が
馬
牛
増
殖
の
数
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
か

ら
す
る
実
務
上
の
煩
雑
さ
等
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
前
述
の
闘
訟
律
5
6
条
が
首
従
に
対
す
る
賞
物
配
分
の
比
率
を
謳
告
罪
の
軽
重
に
拘
ら

ず
一
律
に
十
対
九
と
定
め
て
い
る
こ
と
と
同
様
で
あ
る
。

（
7
）
　
前
掲
律
令
研
究
会
編
『
課
註
日
本
律
令
五
』
（
滋
賀
秀
三
執
筆
）
二
六
四
頁
。

（
8
）
　
官
牧
の
組
織
と
そ
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
「
律
令
時
代
に
お
け
る
淀
川
河
畔
の
牧
場
」
『
輔
舗
日
本
社
会
経
濟
史
論
考
』
（
昭
和
五
十
八

年
、
名
著
普
及
会
）
五
六
九
頁
以
下
、
山
口
英
男
「
八
・
九
世
紀
の
牧
に
つ
い
て
」
『
史
學
雑
誌
』
第
九
五
編
第
一
号
（
一
九
八
六
年
）
等
参
照
。

（
9
）
　
令
集
解
に
十
一
例
現
れ
る
「
或
釈
」
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
そ
の
性
格
を
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
時
点
に
お
け
る
筆
者
の
推
測
を
述
べ
れ

ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
「
或
釈
云
」
が
「
或
る
注
釈
書
に
云
う
」
と
い
う
よ
う
な
不
特
定
の
令
注
釈
書
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
釈
云
」
、
即
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ち
令
釈
と
共
に
当
時
権
威
の
あ
る
令
注
釈
書
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
集
解
引
載
の
「
或
釈
云
」
が
何
れ
も
「
釈
云
」
の
直
下
に
続
け
て
引
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。
「
或
釈
」
は
、
令
釈
よ
り
も
先
行
す
る
、
令
釈
と
は
別
個
の
令
注
釈
書
で
あ
っ
て
、
新
令
の
私
記
で
は
あ
る
が
、
そ

れ
は
「
旧
説
」
と
し
て
も
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
恐
ら
く
大
宝
令
の
注
釈
書
の
影
響
を
濃
く
受
け
て
い
る
書
で
あ
り
、
令
釈
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
何

ら
か
の
理
由
に
よ
り
令
釈
の
文
の
一
部
分
が
集
解
当
該
個
所
に
引
載
さ
れ
な
い
場
合
、
令
釈
と
そ
の
解
釈
が
異
な
る
場
合
、
令
釈
の
解
釈
が
不
十
分
な
場

合
等
に
集
解
編
者
に
よ
っ
て
令
釈
と
セ
ッ
ト
と
し
て
、
そ
の
文
が
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
但
し
そ
れ
が
集
解
編
者
自
身
に
よ
っ
て
移
記
さ
れ
た
も
の

　
か
、
「
或
釈
」
の
文
が
す
で
に
令
釈
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
り
、
ま
た
「
或
釈
」
の
文
が
選
寂
、
考
課
、
禄
の
三
令
の
集
解
に
し
か
見
え

な
い
理
由
等
も
不
詳
で
あ
る
。

（
1
0
）
大
和
長
岡
に
つ
い
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
「
大
和
宿
禰
長
岡
1
そ
の
日
本
的
性
格
に
つ
い
て
ー
」
『
國
學
院
法
學
』
第
七
巻
第
三
号
（
昭
和
四
十

五
年
）
等
参
照
。

（
n
）
　
考
課
令
1
条
の
令
文
「
当
司
長
官
考
其
属
官
」
に
つ
い
て
、
古
記
及
び
「
大
和
山
田
説
」
は
、
義
解
、
令
釈
等
と
異
な
り
、
被
管
の
寮
司
等
の
官
司

は
、
す
べ
て
所
管
の
省
の
長
官
が
勤
務
評
定
を
行
な
う
と
解
釈
す
る
。

（
1
2
）
　
但
し
近
時
出
土
し
た
二
条
大
路
木
簡
に
よ
り
百
済
人
成
と
山
田
白
金
と
は
別
人
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
説
が
あ
る
。
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

学
報
』
第
五
四
冊
（
一
九
九
五
年
）
四
〇
九
頁
参
照
。

（
1
3
）
　
早
川
庄
八
「
新
令
私
記
・
新
令
説
・
新
令
問
答
・
新
令
釈
－
天
平
宝
字
元
年
新
令
講
書
に
つ
い
て
の
覚
え
が
き
ー
」
『
日
本
古
代
の
文
書
と
典

籍
』
（
一
九
九
七
年
、
吉
川
弘
文
館
）
所
収
。

（
1
4
）
古
記
と
令
釈
に
お
け
る
先
行
注
釈
の
引
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
宮
部
香
織
「
『
令
集
解
』
引
載
の
諸
注
釈
書
に
お
け
る
先
行
注
釈
の
引
用
形
態
と
そ

　
の
評
価
－
古
記
と
令
釈
を
中
心
に
ー
」
（
『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
掲
載
予
定
）
参
照
。

（
本
稿
は
平
成
十
二
年
十
二
月
九
日
の
法
制
史
学
会
東
京
部
会
に
お
け
る
報
告
を
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
）


